介護保険住宅改修について

※必ず工事前の事前の申請が必要になります。工事着工後に申請されても給付の対象になりませんのでご注意ください。

【介護保険住宅改修の対象者】

①介護保険の要支援１・２、要介護１～５の認定を受けている方

②自宅（介護保険被保険者証に記載されている住所）で生活されている方

　次の場合は対象外です。　　◎介護保険施設に入所中の方

　　　　　　　　　　　　　　◎入院中の方

　　　　　　　　　　　　　　◎一時帰宅するための改修工事

　　　　　　　　　　　　　　◎一時的に身を寄せている住宅の改修工事

※入院中の方の場合、退院が確実で退院後の生活のためにあらかじめ住宅改修の必要がある場合には対象となります。
【支給限度額】

２０万円までの７割～９割を給付。２０万円以内であれば何回かに分けて利用することも可能。

以下の場合はリセットされ、再度使用が可能。

　・転居した場合

	要支援１　　　　　　　
	→　要介護３

	要支援２・要介護１　
	→　要介護４

	要介護２　　　　　　　
	→　要介護５


　・介護度が３段階以上上がった場合　
【対象となる住宅改修の内容】

①手すりの取付

②段差の解消

③滑りの防止及び移動の円滑化等のための床または通路面の材料の変更

④引き戸等への扉の取り替え

⑤洋式便器等への便器の取り替え

⑥その他①から⑤の工事に付帯して必要となる工事

【住宅改修の手順】　　

介護保険の住宅改修には事前の申請が必要です。また、工事終了後には工事後の申請が必要になります。


申請手続の流れ

①住宅改修についてケアマネジャー等に相談


②事前申請・・・　必要な書類　　　支給申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅改修が必要な理由書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事費見積書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事前写真（撮影日を写しこんだもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図面（平面図・見取り図等に改修箇所を記載したもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅の所有者の承諾書

（所有者が本人・配偶者の場合は不要）

委任状（振込口座が本人口座の場合は不要）

③事前申請審査・・・・・審査完了の連絡はFAXまたは電話で行います。

④工事着工


⑤工事後申請・・・・・必要な書類　　領収書（本人の氏名が記載された原本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事費請求内訳書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事後写真（撮影日を写しこんだもの）

⑥住宅改修費の支給

　　支払いの方式は償還払い方式と受領委任払い方式の２種類があります。

　　受領委任払い方式の利用については事業者指定があります。

※不明な点、詳細についてはお問い合わせください。

問い合わせ先　：　介護保険課給付班

　　　TEL０４７－３６６－７０６７
